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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、PEBP2/CBF転写因子ファミリーに属するヘテロ二量体コア結合転写因子のβサブユニットであり、造血（例：RUNX1）および骨形成（例：RUNX2）に特異的な多数の遺伝子をマスター制御します。βサブユニットはDNAに結合しない制御サブユニットであり、マウス白血病ウイルス、ポリオーマウイルスエンハンサー、T細胞受容体エンハンサー、GM-CSFプロモーターなど、様々なエンハンサーおよびプロモーターのコア部位に結合することで、αサブユニットによるDNA結合をアロステリックに促進します。選択的スプライシングによって、それぞれ異なるカルボキシル末端をコードする2つのmRNAバリアントが生成されます。場合によっては、染色体16のペリセントリック逆位（inv(16)(p13q22)）により、コア結合因子βのN末端と平滑筋ミオシン重鎖11のC末端が融合したキメラ転写産物が生成される。疾患：CBFBに関連する染色体異常は、M4EOサブタイプの急性骨髄性白血病と関連している。ペリセントリック逆位inv(16)(p13;q22)。この逆位により、CBF-beta（PEPB2）のN末端165残基とMYH11の末端領域からなる融合タンパク質が生成される。,機能：CBFは、マウス白血病ウイルス、ポリオーマウイルスエンハンサー、T細胞受容体エンハンサー、LCK、IL-3、GM-CSFプロモーターなど、多くのエンハンサーおよびプロモーターのコア部位（5'-PYGPYGGT-3'）に結合し、RUNX1によるDNA結合を促進する。,類似性：CBF-betaファミリーに属する。,サブユニット：RUNX1とのヘテロ二量体。,
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	CBFβ抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CBFβ抗体を用いたHUVECおよびHeLa細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PEBP2βポリクローナル抗体を用いたさまざまな細胞のウエスタンブロット解析。

